
しょうがい理解のための啓発事業
（Ⅱ）’

特定非営利活動法人 ｃｏｌｏｒ



１．課題
・療育事業所利用時の人目が気になる
・できれば知られたくない
・家族の理解や協力を得られない

２．目的 より幅広い年齢層の方に理解を拡げて
いきたい

３．手段
「子育て世代をサポートしている人たち」と
一緒に活動することが理解へつながるのではないか

⇒ 老人クラブへアプローチ＋地域の人

４．取組
① イベント協力
② 事業紹介

■ 今年度の取り組み



反省点・活動の課題

① 感染症対策
② 関心が低い人へのアプローチ

① ⇒・イベント規模の縮小
・イベント開催プロセスでの関係づくり

② ⇒・地域の人が何となく立ち寄れるイベント
・『障害者雇用』『子育て支援』をきっかけとした
一般企業との関係づくり
・愛育委員会での活動紹介の継続

■ 昨年度の取り組み



・ワークショップ開催

・ウィンターフェスティバル（中止）

・愛育委員会 事業説明

・高梁市青年経済協議会会長 面談

■ 活動内容



■ ワークショップ開催

・普段のイベント開催と異なり、地域の
若い方やお父さんの参加があった。
・会場にはしょうがいに関する理解のための
パネルの設置を行った。



■ ウィンターフェスティバル ⇒中止



■ 愛育委員会

・『地域で行う子育て支援 ～療育ってなに？～』

■ 高梁市青年経済協議会

⇒活動・事業説明では、実際の取り組み事例等を紹介しながら、
療育の重要性を伝える。



■ 今後の取組

・ワークショップ開催
⇒多様な方と関わる場として有効。
しょうがいとワークショップの結びつけや
目的を明確にして開催する必要がある。

・ウィンターフェスティバル（中止）
⇒原則、他のイベントも開催は継続。

・愛育委員会 事業説明
⇒継続したい。

・高梁市青年経済協議会
⇒障害者雇用・子育て支援をテーマに関係づくり



まずはわたしたちの活動を
知ることで、変わる「きっかけ」に

していきたい

課題
・療育事業所利用時の人目が気になる
・できれば知られたくない
・家族の理解や協力を得られない

「しょうがいを理解する」というよりもイベントに
参加する・協力する、私たちの活動の目的や意義を
知ることで、「しょうがいを考える」きっかけにしてほしい。



ご清聴ありがとうございました。


